
 

 

 

 

 

 

 
           

水道局・環境創造局・災害協定を締結している民間団体 ※１の３者が連携して、大規模地震直

後、被災した水道管や下水道管、マンホール等の被害規模を把握するため、合同の調査訓練を

12 月６日（金）に実施します。 

また同日、被災した下水道管内部の状況を把握するために必要な調査訓練として、下水道 BCP

実施調査訓練を併せて実施します。 

 

１ 合同防災訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆民間団体による被害状況調査訓練 

・昨年の訓練を踏まえ、より実践に沿った訓練にブラッシュアップ(改善点は下記のアンダーライン部) 

・被災時を想定した調査ルートを市職員が同行して、チェックポイントを確認しながら調査 

・上下水道で共通化を進めている新たな調査マニュアルを試行 
・スマートフォン等を活用する民間のICT技術を試行的に導入して、迅速かつ視覚的な情報を集約 

◆民間団体と横浜市の情報受伝達訓練 

・民間団体への支援協力要請や被害状況調査結果の情報受伝達 

 

＜想定される訓練の成果＞ 

・本市職員と民間団体との「災害時危機管理意

識の共有」及び「連携強化」 

・新たな調査マニュアルに基づく初動体制の

構築と対応力の向上 

・災害時に共有する被害情報のビジュアル化

とリアルタイムでの共有 

 

 

 

  

災害協定を締結している民間団体と防災訓練を実施します！ 

～公民連携による「水道・下水道」のスピーディーな復旧体制の構築を目指して～ 

令 和 元 年 1 ２ 月 ２ 日 
環 境 創 造 局 管 路 保 全 課 
環 境 創 造 局 管 路 整 備 課 
水 道 局 技 術 監 理 課   
水 道 局 給 水 維 持 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

裏面あり 

写真 2：昨年の訓練参加者の方々 

水道局 
水道事務所班 

(戸塚水道事務所) 

環境創造局 
管路復旧班 

被害状況調査 

水道管・下水道管の被害状況を同時に調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 1:市職員と同行して調査する様子 

情報受伝達訓練 

下水道被害情報の集約
報告 

情報受伝達訓練 

水道管漏水発見 

の都度報告 
 

水道局 
応急復旧班 

(給水維持課) 

水道管漏水個所の
集約報告 

 

民間団体 

汚水溢水の
都度報告 



 

 

２ 下水道 BCP 実地調査訓練 

・大規模地震発生時の他都市支援受入れを想定し、横浜市下

水道 BCP※2に基づく調査拠点の設置や、職員による下水道管

被害調査の訓練を実施します。 

・想定した調査範囲を、班ごとに割り当てて効率的な調査計

画を立案し、実際に現地でマンホールの蓋を開けて、内部

の調査を行います。 

 

３ 訓練スケジュール・取材の申し込み 

 ・訓練日時：令和元年 12 月６日（金） 9:00～17:00 

時間 合同防災訓練  下水道 BCP 実地調査訓練 

9:00 ●開会式【栄第一水再生センター】  ※左記訓練と合同で実施 

9:15 

●被害状況調査 

【本郷台周辺】 

民間団体及び、環境創造

局と水道局職員同行によ

る合同の模擬現地調査 

体制：車上・徒歩 
手法：道路上の上下水道施

設の確認 

●情報受伝達訓練 
【環境創造局:栄第一水再生センター】 
【水道局：給水維持課、戸塚水道事務所】 

環境創造局及び水道局と、

民間団体との情報受伝達

手法の確認 

内容：協力要請・承諾及び被
害状況報告の受伝達 

 ●調査拠点立上げ【栄第一水再生センター】 

他都市受入れを想定した調査拠点立上げ 

（拠点環境整備、調査用資機材の配置等） 

●調査計画立案【栄第一水再生センター】 

実際に現地のマンホール内調査を効果

的に行うための、作業手順等の計画立案 

13:00 
 ●実地調査訓練【本郷台周辺】 

調査用資機材を使用した、栄第一水再生

センター周辺のマンホール内調査 
14:00 

●被害状況整理 【民間団体調査本部：栄第一水再生センター】 

調査結果の整理、集約 

 

15:00 
●講評【栄第一水再生センター】 

合同訓練３者による訓練の振返り 

 

16：00 
  ●調査結果整理、講評【栄第一水再生センター】 

現地踏査内容の整理、訓練内容の振返り 

    

取材 

申込先 

取材の申込みは、前日の 12 時までに下記連絡先へ連絡をお願いします。 

環境創造局管路保全課：ks-kanrohozen@city.yokohama.jp、TEL：045-671-2808 

※メールまたは電話にて報道機関名、取材者名、連絡先、緊急連絡先、訓練場所等の詳細

について、問い合わせください。 

 

【参考】 

※１ 「災害時の応急対策業務の協力に関する協定」を締結している民間団体 

（一社）横浜市建設コンサルタント協会、（一社）横浜市地質調査業協会  

（一社）神奈川県測量設計業協会 横浜支部、横浜市補償コンサルタント協会 
 

※２ 横浜市下水道 BCP（http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/gesui/bcp/） 

横浜市下水道 BCP は、災害が発生した際にリソースの制約がある中で、震災後に確保すべ

き下水道機能にかかる業務を「だれが、いつまでに、どのレベルで、なにをするか」という

ことなどを具体的に定めたものです。詳細は、環境創造局の「横浜市下水道 BCP」のページを

ご覧ください。 

お問合せ先 

環境創造局 管路保全課長 新田 巧   Tel 045-671-2808 
    管路整備課長 早川 正登  Tel 045-671-2814 

水道局   技術監理課長 木村 吉昭  Tel 045-331-6600 (水道局の災害協定に関すること) 
給水維持課長 山口 司   Tel 045-633-0174 (水道局の訓練内容に関すること) 

写真 3：昨年の実地調査訓練の様子 
※ 他都市連携として、横須賀市職員も訓練に参加予定 
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